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mlll2ntin で か ん 流 する脱 イ オ ン 水中に つ け，排出

され る
t2Na

の 全量 を 12 分毎 に 6 時間測定し た 。

結果 。
1．X 線 8kr で 照射さ れ た ワ キ ン は Na

反応 を示す 。
2・全身照射後 1 日 目の 動物で は 頭部

か らの
s2Na

排出速度が正常動物 の 2・5 倍 で あ る 。

3．頭部を し e へ い し腹部 の み を 照射 し た 場 合 に は

2．の 効果 が 認 め ら れ な い が，4．腹 部を し ゃ へ い し

頭部 の み を照射し た 場合に は 2・の 効果 が認 め ら払

る 。 え ら経 由の Na 排 出 に X 射 が 直接影響をお よ

ぼす と考 え られ る が 表皮破壊 に 伴 な う現 象で あ る 可

能性 もあ る 。

ネ コ プセ ンチ ユ ウの 性分化に

　 お よぽす放射綟の 影響
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0．0ユ％ 海水 で 同様 の 処 理 をす る と ， ま もな く胚胞

の 崩壌 に 先だ っ て 透明 原形質の 突 起 を放射状に 生 じ

種 々 の 原形質運動をす る 。 こ の 運 動 は 24 時問以 上

も続 く こ とが あ る 。 ヂ エ チ ル ア ミ ン の 外，エ チ ル ア ミ

ン ， ト リエ チ ル ア ミ ン ，ピ リ ヂ ン，ピ ペ リヂ ン な ど に

つ い て も同様 の 作用 を み た 。 次 に あらか じめ 0．5M

KGL で 付活 し た 卵 や 受精 卵 の 発生段階 ご と に そ れ

ぞれ 処理す る と胚胞 の 崩譲 以前は 未付活卵 と同様 の

原形質運動 で ，極体 放出時 に は 動物極部に 透 明質の

突起が生 じ，第 二 齷体放 出後 は 70％ 以 上 が 伸長運

動 を し 糸 状 に な る 。 極葉形成時 に は 極原形質の み 突

起 とな る 。
こ の 時 の 分裂 は ほ ぼ 等割 に み え る 。 未受

精卵を遠心 し て後ヂ エ チル ア ミ ン で処理 す る と求心

端 の リポ イ ド層 と遠 心 端 の 卵 黄層は 安定で 中央 の 透

明細胞 質部 よ り突起形成や伸長が生ず る 。

石橋信義 （農林省 ・農試）

　ネ コ プ セ ン チ ュ ウ は 寄生侵 入 後環境 条件 が 良好 で

あれ ば す べ て 雌 成虫 と な り， 単為 生殖 で繁殖し，雄

成 虫 は 環境条 1牛あ る い ば 栄養条件が不良 の 場 合に 多

く出現 す る こ と が 認 め られ て い る 。 演者 は 幼 虫が 寄

主 （甘藷） の 根 に 侵 入 後
scc

・
− r 線 （d。se 　 rate

200　rlm 　in） を ！O，　OOO　r お よ び eo，　OOO　r 照 射 し ・

そ の 後 の 発育 （camera 　iucida） な らび に 生 殖腺の

分 化を追跡 し た 。 先開 未分化 の 原基 の 時期 に 照射

す る と，雄 成虫 とな る 可能性あ る もの は ，
IO，　OOO　r

で 15％，20
，
000r で 23％，対照 で は 1・5％ で あ

っ たが，照射区 で は い ずれ も原基 は 棒 状rc発育 し，

精巣 が 1 本 で 小 型 （体長 o・7mm 前後） の 雄成 虫

と な っ た。次 に 生殖 腺が 盃状あ る い は 雌 とな りか か

っ た V 字状 と な っ た もの に 照射す る と ， 雄出現 は

！O，
　OOO 　r で 25％ ，

20，000　r で 33％ ， 対照 L6 ％

と な っ た が， こ の 場 合は 照射区 い ず れ も雌成 StlC付

属す る ractal 　gland が消失 して
， 精巣が 2 本 あ り

大型 （体長 1・5inm 前後） の 雄成虫が 多くな っ た 。

第一
， 第 二 ， 第 三 ア ミンに よる二 枚貝卵

　　　　　の付活 と原形 質運 動

山本　忠 （三 重大 ・学芸 ・生）

　シ オ フ キ や カ キ の 卵 を 0．001 ％ ヂ ェ チ ル ア ミ ン 海

水 で 処理す る と付活 さ れ 受 精膜 の 形成 胚胞 の 崩壊

に 続 き極体 の 放 出が 起 り発生が進行す る 。 し か し，

Methylene 　blue で 染色 したパ フ ンウ ニ 卵

　　　　　　 の 発生 につ い て

山 本穆彦 （東 北 大 ・理 ・生）

　パ フ ン ウ ニ 未 受精卵 を O．001％ 粗製 methylene

bluc 海 水 で 処理 す る と短時間 で jellyが沈殿 し次

い で 卵膜 を破 っ
て 内 部 細 胞質が膨出する 。 濃 度 お よ

び処理時間に 伴 な っ
て 受精率は 低下 し膨出部 よ り辛

う じて 精子 が侵 入 す る 。
O・　OOO5％ 監分処 理 で は 膨出

が見られず ，逆 に精子 侵 入 に よ り侵 入 点 よ り膨 出す

る 。 上 述の 膨出 は 夫 々
， 大 きさ が異な るが ，

一般 に

発生 に 伴な い 更 に 膨 化す る 傾 向が あ る 。 膨 出部 に 分

裂 装置を形成 した卵 は ， 卵外 の 膨 出部 の み で 分裂 が

起 り．分裂 装置が 卵 内 に 形成 さn た もの で ．大半の

内部細胞 質が卵 内に 形成 され た もの は ， 分裂装置 に

直角に 卵割す る。卵 と膨出部 に ま たカ：
っ て 分 裂 装置

が形成 され た 場 合は ， 星像 の 形成が異状で あ る iCも

か か わ らず ， 分裂 装置 の 中央に割溝が 形成 さ れ る 。

以 上 の 結果 か ら卵割 は，分裂 装置 に 伴 なV“
， 次 い で

細胞表面に 割溝形成 の 諸変化 が 整 っ て ，割溝形成 が

進む もの と思 われ る 。

遊 離細胞 の 分化に つ い て

井 上 和子 （金沢女子短大）

両棲類神経胚 の 組織 を dissociateす る に は 徒来
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